
「平成１９年度間伐材利用開拓事業」の募集のお知らせ

間伐材用途開拓事業とは・・・
　間伐が強力に実施されている中、間伐材の一層の利用を促進するため新たな製品の開拓に
向けたアイデアが求められています。本事業は、こうした状況の中、間伐材利用のための用途
開拓に資するユニークな事業を公募により選定し、支援するものです。
※本事業は、林野庁平成19年度補助事業「間伐等推進環境整備事業」により全国森林組合連合会が実施するも
のです。

間伐材用途開拓事業とは・・・
　間伐が強力に実施されている中、間伐材の一層の利用を促進するため新たな製品の開拓に
向けたアイデアが求められています。本事業は、こうした状況の中、間伐材利用のための用途
開拓に資するユニークな事業を公募により選定し、支援するものです。
※本事業は、林野庁平成19年度補助事業「間伐等推進環境整備事業」により全国森林組合連合会が実施するも
のです。

平成１８年度取組事例１　募集する事業
　上下流域を含む広域にわたる関係者（異業種等）の
連携の下に、間伐材利用の量的拡大が見込める地域
のニーズに基づいた用途開拓を行う事業。
　なお、用途開拓には、新たに開発した技術ほか既存
の技術を活用した新たな間伐材製品の試作も含む。
　また、製品の普及促進のための調査も実施可能。

２　募集対象者・団体
　森林組合、都道府県森林組合連合会、林業者等
で組織する団体

３　支援内容
　以下の事項に該当する経費のうち、１/２以内を助成。
　（１）製品の製作・実証等に必要な経費
　（２）（１）の試作品の試験的な導入や利用者を対　　　　
　　　　象にしたモニタリングに必要な経費

４　助成対象となる事業規模
　自己負担分を含む事業費が400万円以上（消費税別）
の事業。

５　事業の主な要件
　・上下流域を含む広域にわたる関係者（異業種等）
　と連携した事業であること
　・間伐材利用量の拡大につながる事業であること
　・地域や消費者のニーズに基づいた事業であること
　・試験導入やモニタリングは都市部等十分な波及効
　果が期待される地域で実施する事業であること

事業実施主体：間伐材防音壁普及協会

用途開拓製品名：間伐材目隠し吸音壁
　「温森」
事業目的：ドイツの製造メーカーとの技
術提携により間伐材を使用した防音壁
を開発し、温もりのある環境を提案して
いく。
製品の特徴：環境に優しく、外壁・駐車
場の目隠しと吸音性を兼ね備えた、民需
にも対応できる、デザイン性と機能性に
富んだ防音壁。
連携内容：異業種による協議会を設立し、
企画設計から販売までを各会員が対応。

　○募集期間
　　平成19年4月25日(水)～5月31日(木) （当日消印有効）
　○問い合わせ先及び応募先
　　全国森林組合連合会 間伐材用途開拓事業事務局　（担当者：富山、喜多）
　　〔住所〕〒101-0047 東京都千代田区内神田１丁目１番12号　〔電話〕03-3294-9715〔FAX〕03-3293-4726
　　〔Email〕k_mark@zenmori.org　　〔URL〕http://www.zenmori.org/index.shtml
　※募集要領や申請書様式はホームページから入手することができます。


